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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 9月 28日 (2007.9.28)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 第 １ 気 密 容 器 、
　 第 １ の 基 板 と 、
　 該 第 １ の 基 板 と 対 向 す る 第 ２ の 基 板 と 、
　 上 記 第 １ の 基 板 と 上 記 第 ２ の 基 板 と の 間 に 配 置 し た 枠 と 、
　 上 記 第 １ の 基 板 と 上 記 第 ２ の 基 板 と の 間 に 配 置 し た 複 合 部 材 と 、 を 有 し て お り 、
　 上 記 枠 が 、 枠 部 材 と 、 該 枠 部 材 と 上 記 第 １ の 基 板 と を 封 着 す る 第 １ の 封 着 材 と 、 上 記 枠
部 材 と 上 記 第 ２ の 基 板 と を 封 着 す る 第 ２ の 封 着 材 か ら
　 上 記 複 合 部 材 が 、 第 １ の 部 材 と 、 該 第 １ の 部 材 と 上 記 第 １ の 基 板 と を 接 着 す る 第 １ の 接
着 材 と 、 上 記 第 １ の 部 材 と 上 記 第 ２ の 基 板 と を 接 着 す る 第 ２ の 接 着 材 か ら な り 、
　 上 記 第 １ の 部 材 の 横 弾 性 係 数 が 、 上 記 第 １ 及 び 第 ２ の 接 着 材 の 少 な く と も 一 方 の 横 弾 性
係 数 よ り も 高 く 、
　 上 記 第 １ の 基 板 の 上 記 第 ２ の 基 板 と 対 向 す る 面 で あ る 第 １ の 面 と 平 行 で 且 つ 上 記 枠 部 材
の に 沿 っ た 直 線 上 で の 上 記 複 合 部 材 の 合 成 せ ん 断 剛 性 が 、 上 記 直 線 上 で の 上 記 枠 の
合 成 せ ん 断 剛 性 よ り も 大 き い こ と を 特 徴 と す る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 第 ２ 気 密 容 器 、
　 第 １ の 基 板 と 、
　 該 第 １ の 基 板 と 対 向 す る 第 ２ の 基 板 と 、
　 上 記 第 １ の 基 板 と 上 記 第 ２ の 基 板 と の 間 に 配 置 し た 枠 と 、
　 上 記 第 １ の 基 板 と 上 記 第 ２ の 基 板 と の 間 に 配 置 し た 複 合 部 材 と 、 を 有 し て お り 、
　 上 記 枠 が 、 枠 部 材 と 、 該 枠 部 材 と 上 記 第 １ の 基 板 と を 封 着 す る 第 １ の 封 着 材 と 、 上 記 枠
部 材 と 上 記 第 ２ の 基 板 と を 封 着 す る 第 ２ の 封 着 材 か ら

の は

な る 気 密 容 器 で あ っ て 、

幅 方 向

の は

な る 気 密 容 器 で あ っ て 、



　 上 記 複 合 部 材 が 、 第 １ の 部 材 と 、 該 第 １ の 部 材 と 上 記 第 １ の 基 板 と を 接 着 す る 第 １ の 接
着 材 と 、 上 記 第 １ の 部 材 と 上 記 第 ２ の 基 板 と を 接 着 す る 第 ２ の 接 着 材 か ら な り 、
　 上 記 第 １ の 接 着 材 の 横 弾 性 係 数 が 上 記 第 １ の 封 着 材 の 横 弾 性 係 数 よ り も 大 き く 、 及 び ／
も し く は 、 上 記 第 ２ の 接 着 材 の 横 弾 性 係 数 が 上 記 第 ２ の 封 着 材 の 横 弾 性 係 数 よ り も 大 き く
、
　 上 記 複 合 部 材 の 平 均 熱 膨 張 係 数 が 、 上 記 枠 の 平 均 熱 膨 張 係 数 に 対 し て ± ３ × １ ０ - 6 ／ ℃
の 範 囲 内 こ と を 特 徴 と す る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 第 ３ 気 密 容 器 、
　 第 １ の 基 板 と 、
　 該 第 １ の 基 板 と 対 向 す る 第 ２ の 基 板 と 、
　 上 記 第 １ の 基 板 と 上 記 第 ２ の 基 板 と の 間 に 配 置 し た 枠 と 、
　 上 記 第 １ の 基 板 と 上 記 第 ２ の 基 板 と の 間 に 配 置 し た 複 合 部 材 と 、 を 有 し て お り 、
　 上 記 枠 が 、 枠 部 材 と 、 該 枠 部 材 と 上 記 第 １ の 基 板 と を 封 着 す る 第 １ の 封 着 材 と 、 上 記 枠
部 材 と 上 記 第 ２ の 基 板 と を 封 着 す る 第 ２ の 封 着 材 か ら
　 上 記 複 合 部 材 が 、 第 １ の 部 材 と 、 該 第 １ の 部 材 と 上 記 第 １ の 基 板 と を 接 着 す る 第 １ の 接
着 材 と 、 上 記 第 １ の 部 材 と 上 記 第 ２ の 基 板 と を 接 着 す る 第 ２ の 接 着 材 か ら な り 、
　 上 記 第 １ の 接 着 材 の 横 弾 性 係 数 が 上 記 第 １ の 封 着 材 の 横 弾 性 係 数 よ り も 大 き く 、 及 び ／
も し く は 、 上 記 第 ２ の 接 着 材 の 横 弾 性 係 数 が 上 記 第 ２ の 封 着 材 の 横 弾 性 係 数 よ り も 大 き く
、
　 上 記 複 合 部 材 の 平 均 熱 膨 張 係 数 が 、 上 記 枠 の 平 均 熱 膨 張 係 数 に 対 し て ± ２ ５ ％ の 範 囲 内

こ と を 特 徴 と す る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ６ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 上 記 剛 性 部 材 ７ と フ ェ ー ス プ レ ー ト １ と の 間 隙 に 、 デ ィ ス ペ ン サ ５ ２ を 用 い 、 枠 １ ０ ａ
に 接 触 し な い よ う に 、 第 １ の 接 着 材 ８ と な る エ ポ キ シ 系 接 着 剤 を 塗 布 し た 。 こ の と き 、 デ
ィ ス ペ ン サ ５ ２ の 塗 布 圧 力 を 高 め に 設 定 し 、 接 着 剤 を 上 記 間 隙 に 埋 め 込 ん だ 。 そ の 後 、 １
２ 時 間 放 置 し て 接 着 剤 を 硬 化 さ せ て 第 １ の 接 着 材 ８ 及 び ９ と し た 。 以 上 に よ っ て 補 強 部 で
あ る 複 合 部 材 １ ０ ｂ を 形 成 し た 〔 図 ５ （ ｄ ） 〕 。 尚 、 こ こ で は 枠 と 複 合 部 材 の 間 隔 が ２ ｍ
ｍ に な る よ う に し て い る 。 枠 と 複 合 部 材 の 間 隔 と は 、 枠 部 材 が 第 １ の と 接 し て い る
点 も し く は 枠 部 材 が 第 ２ の と 接 し て い る 点 の う ち の い ず れ か の 点 と 、 第 １ の 部 材 が
第 １ の と 接 し て い る 点 も し く は 第 １ の 部 材 が 第 ２ の と 接 し て い る 点 の う ち の
い ず れ か の 点 と の 距 離 の う ち の 最 も 短 い 距 離 を 枠 と 複 合 部 材 の 間 隔 と 定 義 す る 。
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